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漢
字
の
成
り
立
ち
に
は
、
昔

の
人
々
か
ら
伝
え
ら
れ
た
さ
ま

ざ
ま
な
思
い
や
意
味
が
込
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
こ
に
興
味
を
持

ち
、
歴
史
書
や
た
く
さ
ん
の
文

献
を
調
べ
て
、
自
分
な
り
に
解

釈
し
た
こ
と
を
少
年
院
な
ど
で

紹
介
し
て
い
る
。

ま
ず
「
命
」
と
い
う
文
字
は

「
人
を
一
叩た

た

き
」
と
書
く
。
体

を
一
叩
き
す
る
こ
と
に
よ
り
痛

み
を
感
じ
る
こ
と
が
命
の
由
来

だ
と
言
う
人
も
い
る
が
、私
は
、

心
臓
の
鼓
動
が
絶
え
ず
、
一
叩

き
し
て
い
る
こ
と
だ
と
考
え
て

い
る
。
人
が
こ
の
世
に
生
ま
れ

る
と
、
ま
ず
親
か
ら
命
の
名
前

を「
命
名
」さ
れ
る
。名
前
は「
氏

名
」
で
あ
り
、「
使
命
」
で
も
あ

る
。
つ
ま
り
、
人
生
の
中
で
使

い
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

武
田
の
里
文
化
振
興
協
会
は
こ
の
ほ
ど
東
京
エ
レ
ク
ト
ロ
ン

韮
崎
文
化
ホ
ー
ル
で
、タ
レ
ン
ト
の
ゴ
ル
ゴ
松
本
さ
ん
を
迎
え
、

「
命
の
授
業
講
演
会―

漢
字
の
つ
く
り
か
ら
生
き
る
た
め
の
教

訓
を
学
ぶ
」
と
題
し
た
講
演
会
を
開
い
た
。

の
が
命
だ
。
ま
た
「
運
命
」
は
、

生
ま
れ
な
が
ら
に
決
め
ら
れ
て

い
る
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
出

会
っ
た
人
か
ら
運
ば
れ
て
来
た

り
、
自
分
で
切
り
開
く
こ
と
が

あ
る
。「
宿
命
」
は
、
前
世
か

ら
の
宿
題
で
、
現
世
で
や
り
遂

げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

最
後
に
、
天
寿
を
全
う
す
る
こ

と
を
「
寿
命
」
と
い
う
。
こ
の

よ
う
に
、
人
生
を
表
す
言
葉
に

は
全
て
「
命
」
と
い
う
文
字
が

使
わ
れ
て
い
る
。
我
々
は
生
ま

れ
て
か
ら
ず
っ
と
命
を
叩
き
続

け
、
使
い
続
け
、
一
生
を
全
う

す
る
こ
と
こ
そ
「
寿

こ
と
ぶ
き」
だ
と
昔

か
ら
漢
字
を
通
し
て
伝
え
ら
れ

て
い
る
の
だ
。

さ
ら
に
、
人
が
生
き
る
と
書

い
て
「
人
生
」
で
あ
る
。そ
の
意

味
は
、
自
分
一
人
が
勝
手
に
生

き
る
の
で
は
な
く
、
人
と
出
会

っ
て
そ
の
人
を
生
か
し
、
自
分

も
生
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
だ
と

思
う
。私
の
場
合
、相
方
の
レ
ッ

ド
吉
田
と
26
年
前
に
出
会
い
、

意
気
投
合
し
て
一
緒
の
ア
パ
ー

ト
に
住
ん
だ
。そ
れ
ま
で
は
お

互
い
役
者
だ
っ
た
が
、
レ
ッ
ド

が
「
役
者
で
は
食
べ
て
い
け
な

い
。一
緒
に
お
笑
い
を
や
ろ
う
」

と
誘
っ
て
く
れ
た
こ
と
で
、
こ

の
道
に
入
り
、
食
べ
て
い
け
る

よ
う
に
な
っ
た
。人
生
は
、自
分

の
力
だ
け
で
は
実
現
で
き
な
い

何
か
が
、
出
会
っ
た
相
手
に
よ

っ
て
運
ば
れ
て
く
る
も
の
だ
。

そ
し
て
出
会
い
は
、
全
て
縁

で
あ
る
。
例
え
ば
、
１
秒
間
に

一
人
の
割
合
で
出
会
い
を
重
ね

た
と
す
る
と
、
１
年
間
で
約
３

１
５
０
万
人
、
１
０
０
年
で
は

31
億
５
０
０
０
万
人
で
あ
る
。

だ
が
世
界
人
口
は
約
70
億
人
。

た
と
え
一
生
、
１
秒
に
一
人
ず

つ
出
会
い
続
け
て
も
、
世
界
中

の
人
と
出
会
う
こ
と
は
で
き
な

い
。
し
か
も
、
日
本
人
に
生
ま

れ
る
確
立
は
た
っ
た
２
％
。
さ

ら
に
父
と
母
が
出
会
い
、
結
婚

す
る
確
立
は
０
・
０
０
０
０
０

０
０
１
５
％
と
、
ま
さ
に
奇
跡

で
あ
る
。
だ
か
ら
、
た
だ
隣
に

居
合
わ
せ
た
だ
け
で
も
何
か
の

縁
で
あ
り
、
結
婚
し
、
家
族
に

な
る
の
は
さ
ら
に
、
何
か
特
別

な
も
の
に
結
ば
れ
て
い
る
と
い

え
る
。

父
と
母
が
結
婚
し
、
結
ば
れ

た
こ
と
で
生
ま
れ
た
子
は
、
息

子
、
娘
で
あ
る
。「
息
子
」
と

い
う
文
字
に
は
自
分
の
息
の
分

身
と
し
て
、
後
世
に
伝
え
た

い
と
い
う
意
味
が
込
め
ら
れ
、

「
娘
」
に
は
良
い
女
に
な
っ
て
、

嫁
い
で
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が

あ
る
。
自
分
の
先
祖
を
１
５
０

０
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
る
と
１

０
０
０
兆
人
に
も
な
る
が
、
そ

の
人
た
ち
の
こ
う
し
た
思
い
が

つ
な
が
っ
て
こ
そ
、
今
の
私
た

ち
が
あ
る
。
漢
字
の
成
り
立
ち

が
、
そ
れ
を
教
え
て
く
れ
て
い

る
の
だ
。

や
狭
山
ス
キ
ー
場（
埼
玉
）な
ど

で
実
戦
練
習
に
入
り
、
時
間
の

あ
る
限
り
フ
ォ
ー
ム
や
コ
ー
ス

取
り
を
確
認
し
て
い
く
。コ
ー

ス
の
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
は
天
気

次
第
の
た
め
、
思
う
よ
う
な
練

習
が
で
き
な
い
状
況
で
は
、
遊

び
の
要
素
を
取
り
入
れ
、
リ
フ

レ
ッ
シ
ュ
し
て
い
る
と
い
う
。

積
み
重
ね
て
き
た
努
力
が
選

手
ら
の
実
力
と
し
て
試
合
で
発

揮
さ
れ
始
め
た
が
、
橋
本
コ
ー

チ
は
「
上
位
大
会
出
場
だ
け
で

喜
ん
で
は
駄
目
。
そ
こ
で
い
か

に
戦
え
る
か
が
重
要
」
と
し
、

入
賞
を
目
指
し
て
い
る
。
関
東

は
26
日
か
ら
群
馬
で
、
全
国
は

来
月
６
日
か
ら
秋
田
で
始
ま
る

た
め
、
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
調
整

に
余
念
が
な
い
。

日
大
明
誠
高
（
前
嶋
俊
夫
校

長
、生
徒
数
９
２
５
人
）の
ス
キ

ー
部
は
こ
の
ほ
ど
、
全
国
と
関

東
大
会
の
予
選
を
兼
ね
た
第
67

回
県
高
校
総
体
冬
季
大
会
ス
キ

ー
競
技（
大
回
転
男
女
、回
転
男

女
）
で
部
員
14
人
の
う
ち
11
人

が
上
位
入
賞
を
果
た
し
た
。11

人
は
関
東
へ
出
場
、
部
長
の
大

久
保
海
さ
ん
、尾
畠
詩
織
さ
ん
、

山
田
紗
也
さ
ん
、
平
山
拓
弥
さ

ん（
い
ず
れ
も
３
年
）は
全
国
へ

も
出
場
す
る
。同
部
で
は
10
人

超
の
部
員
が
関
東
に
出
場
す
る

の
は
初
め
て
の
こ
と
。

同
部
は
、
２
月
の
国
体
出
場

を
決
め
て
い
る
尾
畠
さ
ん
と
山

田
さ
ん
以
外
は
、
初
心
者
ば
か
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茶
の
間
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無
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サ
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取
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甲
府　

小
沢
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緒　

□
生
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丸
節
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金
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一
句
独
走
ス
ト
ッ
プ
。
二
句
山
学
大
。
三
句
警
戒
つ
づ
く
。
四
句
健

さ
ん
、
文
太
さ
ん
今
も
な
お
。
五
句
国
民
ま
で
も
。

井
上
信
太
朗 

選

甲
府
市（
８
日
〜
15
日
受
付
）

【
カ
ッ
コ
内
は
保
護
者
・
敬
称

略
】○

フ
ィ
ッ
ツ
パ
ト
リ
ッ
ク
菜

那（
ポ
ー
ル
・
湯
村
３
）
○
郭
馨

（
宝
財
・
里
吉
２
）
○
岸
本
航（
英

治
・
神
奈
川
県
川
崎
市
）
○
前
田

瑠
璃
子（
剛
・
古
上
条
町
）
○
浅
川

陽
翔
・
陽
葵（
雅
紀
・
下
石
田
２
）

○
中
嶋
唯
茉（
大
樹
・
昭
和
町
）
○

入
倉
湊（
和
也
・
湯
田
２
）
○
吉
沢

宗
太（
拓
也
・
東
下
条
町
）
○
早
川

大
賀（
剛
史
・
上
阿
原
町
）
○
加
賀

美
舞（
賢
次
・
南
ア
ル
プ
ス
市
）
○

中
沢
幹
汰（
庄
吾
・
高
畑
２
）
○
北

川
芽（
雄
一
・
青
葉
町
）
○
初
見
海

徒（
和
俊
・
千
葉
県
八
千
代
市
）
○

米
倉
圭
佑（
健
太
・
下
積
翠
寺
町
）

○
中
村
優
月（
恒
太
・
徳
行
２
）
○

河
西
智
花（
智
・
飯
田
２
）
○
小
俣

凛
衣（
祐
太
・
中
小
河
原
１
）
○
小

林
誠
太（
誠
一
・
金
竹
町
）
○
高
橋

悠
里（
耕
・
東
光
寺
１
）
○
村
岡
茉

優
花（
優
・
国
母
７
）
○
宮
口
蒼
羽

（
昌
広
・
新
潟
県
南
魚
沼
市
）
○
神

田
凱
翔（
浩
介
・
増
坪
町
）
○
米
山

紗
雪（
慎
吾
・
向
町
）
○
大
塚
絆
生

（
広
章
・
川
田
町
）○
高
村
龍
司（
淳

基
・
徳
行
１
）○
清
水
大
和（
康
司
・

大
里
町
）
○
浅
川
萌
衣（
一
和
・
飯

田
４
）
○
秋
山
煌
輝（
浩
己
・
大
手

１
）
○
志
村
羽
乃
香（
孝
司
・
善
光

寺
２
）
○
橋
爪
蓮
皇（
智
彦
・
徳
行

３
）

1967年生まれ。埼玉県出身。94年お笑い
コンビTIMを結成。「命」「炎」のネタでブレ
ーク。2011年からボランティアで少年院へ
の慰問を行う。

り
。
同
校
講
師
で
、
現
役
選
手

と
し
て
も
活
躍
す
る
橋
本
拓
コ

ー
チ
（
30
）
は
、「
徹
底
し
た
体

づ
く
り
と
意
識
の
高
さ
が
あ
る

た
め
、
初
心
者
か
ら
始
め
た
選

手
も
関
東
や
全
国
を
狙
え
る
」

と
話
す
。
尾
畠
さ
ん
は
グ
ラ
ス

ス
キ
ー
の
世
界
ジ
ュ
ニ
ア
選
手

権
の
入
賞
経
験
も
あ
る
。

オ
フ
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
４
月

か
ら
10
月
ま
で
の
陸
上
ト
レ
ー

ニ
ン
グ
で
は
、
走
り
込
み
や
ウ

エ
ー
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
以
外
に

も
、
サ
ッ
カ
ー
や
バ
ス
ケ
ッ
ト

ボ
ー
ル
な
ど
あ
ら
ゆ
る
ス
ポ
ー

ツ
を
取
り
入
れ
、
ア
ス
リ
ー
ト

と
し
て
の
能
力
を
高
め
て
い

く
。昨
年
４
月
か
ら
は
ス
ポ
ー

ツ
ト
レ
ー
ナ
ー
か
ら
疲
労
や
け

が
に
対
す
る
改
善
策
、
柔
軟
性

の
高
め
方
な
ど
教
わ
り
、
同
校

で
行
っ
た
夏
合
宿（
５
泊
６
日
）

で
は
、
ソ
チ
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

代
表（
ス
ー
パ
ー
大
回
転
９
位
）

の
小
池
岳
太
さ
ん
ら
と
共
に
練

習
を
行
っ
た
。ト
ッ
プ
ア
ス
リ

ー
ト
と
の
ハ
ー
ド
ワ
ー
ク
は
部

員
ら
の
刺
激
に
な
っ
た
と
い

う
。シ
ー
ズ
ン
に
入
る
と
、雪
を

求
め
て
戸
隠
ス
キ
ー
場（
長
野
）

ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府
は
こ

の
ほ
ど
、
今
季
の
新
体
制
を
発

表
し
た
。新
ス
ロ
ー
ガ
ン「
一
体

〜
プ
ロ
ヴ
ィ
ン
チ
ア
の
挑
戦
」

を
掲
げ
、「（
昨
季
の
）勝
ち
点
41

以
上
で
３
年
連
続
の
Ｊ
１
残
留

を
で
き
る
だ
け
早
く
達
成
し
た

い
」（
佐
久
間
悟
ゼ
ネ
ラ
ル
マ

ネ
ジ
ャ
ー
）と
し
て
い
る
。

会
見
に
は
樋
口
靖
洋
監
督

（
53
）や
昨
季
ま
で
川
崎
で
コ
ー

チ
を
務
め
た
望
月
達
也
ヘ
ッ
ド

コ
ー
チ（
51
）
の
ほ
か
、８
人
の

新
加
入
選
手
も
出
席
し
抱
負
を

語
っ
た（
写
真
）。今
季
か
ら
は

Ｊ
２
愛
媛
に
期
限
付
き
移
籍
し

て
い
た
Ｍ
Ｆ
堀
米
勇
輝（
22
・

甲
府
市
出
身
）が
復
帰
。Ｊ
２
徳

島
で
プ
レ
ー
し
た
Ｆ
Ｗ
ア
ド
リ

ア
ー
ノ（
33
）ら
３
人
の
外
国
人

選
手
も
そ
ろ
え
た
。

樋
口
監
督
は
「
城
福
浩
前
監

督
が
築
き
上
げ
て
き
た
強
固
な

守
備
を
継
承
し
、
コ
レ
ク
テ
ィ

ブ（
組
織
的
）で
分
厚
い
攻
撃
が

で
き
る
よ
う
、
新
加
入
選
手
と

共
に
戦
術
面
で
色
を
つ
け
て
い

く
。（
２
シ
ー
ズ
ン
制
に
な
っ

た
こ
と
で
）
タ
イ
ト
ル
獲
得
へ

の
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る
」
と
意
気

込
ん
だ
。

現
在
チ
ー
ム
は
30
日
ま
で
静

岡
で
１
次
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ
て

い
る
。来
月
に
は
宮
崎
で
２
次

キ
ャ
ン
プ
入
り
、３
月
７
日
の

広
島
と
の
開
幕
戦
に
備
え
る
。

ラ
イ
バ
ル
は
３
年
の
チ
ー

ム
メ
イ
ト
た
ち
で
す
。
常
に

意
識
し
合
い
な
が
ら
一
緒
に

頑
張
っ
て
き
ま
し
た
。
初
心

者
で
始
め
た
頃
よ
り
心
身
と

も
に
た
く
ま
し
く
な
り
、
全

国
出
場
の
目
標
を
最
後
に
達

成
で
き
ま
し
た
が
、
残
り
の

時
間
で
し
っ
か
り
と
体
を
つ

く
り
、
試
合
に
備
え
た
い
と

思
い
ま
す
。
卒
業
後
は
Ｏ
Ｂ

部
で
ス
キ
ー
を
続
け
た
い
で

す
。

大久保さん

総体で男女それぞれ総合2位を果たしたスキー部

部で唯一、大回転と回転の両種目
で全国大会に出場する尾畠さん

人
を
生
か
し
生
か
さ
れ

漢
字
に
込
め
ら
れ
た
思
い

ス
ロ
ー
ガ
ン
は〝
一
体
〟

命の授業講演会

生
ま
れ
た
子

出
会
い
は
縁

心
臓
の
鼓
動

講師 ゴルゴ松
ま つ も と

本さん

日大明誠高スキー部

３
年
が
皆
ラ
イ
バ
ル

目
標
は
全
国
大
会
入
賞

部
長
・
大
久
保
海か

い

さ　
　

ん

部員＝３年大久保海、尾畠詩織、後
藤慶太、平山拓弥、山田紗也、２年長
田英也、林幸弘、１年井上日南子、内
田芳生、越野将弥、佐藤沙樹、土田優
雅、野田圭樹、三ツ矢匠� 【敬称略】

VF甲府

樋
口
新
体
制
が
ス
タ
ー
ト

【
お
断
り
】「
が
ん
ば
れ
Ｖ
Ｆ
」

は
休
み
ま
す
。


